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鈴鹿市学校規模適正化・適正配置について 

Ⅰ これまでの取組経緯 

 鈴鹿市学校規模適正化基礎調査報告書（平成 29年３月公表） 

 鈴鹿市学校規模適正化・適正配置に関する基本方針（平成 30年 3月策定） 

【本市における適正規模・適正配置の考え方】 

 

 天栄中学校区における学校規模適正化・適正配置に関するアンケート調査 

（令和２年６月公表） 

 

 合川小学校・天名小学校・郡山小学校での検討 

 「合川小学校の今後のあり方検討会議」 全７回開催（R２年８月～R４年１月） 

 「天名小学校の今後のあり方検討会議」 全８回開催（R２年８月～R４年３月） 

 「天名小学校・合川小学校の今後のあり方検討合同会議」開催（R４年４月） 

 「郡山小学校の今後のあり方検討会議」 ２回開催（R４年９月～11 月末時点） 

 その他，PTA役員会，保護者対象懇談会， 

自治会等での説明会を開催 

 

適正規模
適正配置

通学距離 通学時間

小学校 12～24学級（1学年2～4学級） おおむね４ｋｍ以内

おおむね１時間以内

中学校 9～24学級（1学年3～8学級） おおむね６ｋｍ以内

資料２-１ 

担当：教育政策課 

天名小学校での懇談会の様子 

（R４年７月１６日開催） 
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Ⅱ 「小学校の統合に向けた地域説明会」 

１ 開催趣旨 

これまでの取組を踏まえ，３校の再編に向けた教育委員会の考え方を説明す

るため，地域説明会を開催した。 

 

２ 開催結果 

【開 催 日】〔天名小〕１１月２６日（土） 〔合川小〕１１月２７日（日） 

〔郡山小〕１２月  ３日（土） 

【対 象 者】学校の保護者，入学予定者の保護者，地域の方々 

【説明内容】・これまでの経緯について 

・再編の考え方について 

・今後の取組について 

【参加者数】 延べ１４１人 

 

３ 説明会で示した「再編の考え方」 

 再編に際して，児童へのより良い学習環境の提供の視点を持って取り組む。 

 合川小学校・天名小学校・郡山小学校の３校の再編に向けて，令和８年４月

の統合を目指して準備を進めていく。 

 統合後の学校設置場所は，郡山小学校を想定している。 

【今後の再編に向けた検討について】 

 児童数の減少は今後も続くことが見込まれることから，栄小学校や天栄中学校

をはじめ周辺の小中学校を含めた本市の南部における学校の適正規模・適正配

置に向けて，引き続き，検討していく。 

 

Ⅲ その他の地域における動向 

令和１０年に井田川小学校で，令和１１年に庄内小学校で複式学級の発生が見

込まれていることから，今後，地域とともに検討に入る予定。 

〇井田川小学校  令和５年１‐２月の学校運営協議会等の機会に，児童数の

現状及び今後の推計についての説明予定。その後，適正化に

向けた具体的な検討を開始する。 

〇庄 内小学校  令和５年度以降，鈴峰中学校区の単位で説明機会を調整し，

適正化に向けた具体的な検討を開始する。 

合川小学校での「小学校の統合

に向けた地域説明会」の様子 

（R４年１１月２７日開催） 

 


